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問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
５
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
３　
大
信
☎
㊻
３

９
７
４　
東
☎
㉞
２
１
１
３

　
平
成
24
年
４
月
採
用
の
市
職
員

採
用
候
補
者
試
験
に
つ
い
て
は
、

東
日
本
大
震
災
の
災
害
対
応
の
た

め
、
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
数

・
日
程
と
も
未
定
で
す
。

　
実
施
内
容
が
決
ま
り
次
第
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
白
河
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
総
務
課　
内
２
３
１
４

　
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
、
市

内
に
お
住
ま
い
の
特
定
疾
患
患
者

と
慢
性
透
析
療
法
を
受
け
て
い
る

方
に
、
年
額
３
万
円
の
見
舞
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
申
請
を
５
月
13
日
㈮

か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
印
鑑
、

特
定
疾
患
医
療
等
の
受
給
者
証
、

本
人
ま
た
は
保
護
者
名
義
の
預
金

通
帳
を
、
本
庁
舎
社
会
福
祉
課
ま

た
は
各
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯

１
回
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
の
接
種
が
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
登
録
お
よ

び
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
登
録
済
の
飼
い
主

に
は
、
事
前
に
「
狂
犬
病
予
防
注

射
申
請
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
裏

面
が
問
診
票
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
注
射
を
受
け
る
際
に
忘
れ
ず

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
実
施
日
　
▽
白
河
地
域
　
６
月

11
日
㈯
～
16
日
㈭　
▽
表
郷
地
域

５
月
10
日
㈫
・
11
日
㈬　
▽
大
信

地
域
　
５
月
17
日
㈫
・
18
日
㈬

▽
東
地
域
　
５
月
12
日
㈭
・
13
日

㈮※
会
場
ご
と
の
日
程
な
ど
に
つ
い

て
は
、
回
覧
文
書
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⃝
費
用
　
３
、
１
０
０
円
（
注
射

料　
２
、
５
５
０
円
・
注
射
済
票

５
５
０
円
）

※
あ
わ
せ
て
犬
の
登
録
を
行
う
場

合
は
、
登
録
料
３
、
０
０
０
円
が

別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

《
昼
間
初
級
コ
ー
ス
》

⃝
日
時
　
６
月
６
日
㈪
～
７
月
１

日
㈮
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

／
午
前
９
時
～
正
午

⃝
申
込
受
付
日
時
　
６
月
１
日
㈬

／
午
前
９
時
～
午
後
６
時

《
夜
間
初
級
コ
ー
ス
》

⃝
日
時
　
６
月
７
日
㈫
～
８
月
４

日
㈭
（
毎
週
火
・
木
曜
日
）
／
午

後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

⃝
申
込
受
付
日
時　
６
月
２
日
㈭

／
午
前
９
時
～
午
後
６
時

＝
共
通
＝

⃝
会
場
　
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人

６
５
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
３　
大
信
☎
㊻
３

９
７
４　
東
☎
㉞
２
１
１
３

　
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
の
有
効

活
用
を
推
進
す
る
た
め
、
家
庭
で

生
ご
み
を
自
家
処
理
す
る
「
生
ご

み
処
理
機
・
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）」

を
購
入
し
た
方
に
、
購
入
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

《
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
》

①
微
生
物
式
…
微
生
物
の
力
を
借

り
て
、
生
ご
み
を
水
や
炭
酸
ガ
ス

に
分
解
す
る
方
式　
②
乾
燥
式
…

電
気
に
よ
り
生
ご
み
を
乾
燥
さ
せ

て
、
生
ご
み
を
減
ら
す
方
式

《
生
ご
み
処
理
容
器
》

　
庭
や
畑
な
ど
に
コ
ン
ポ
ス
ト
容

器
を
設
置
し
、
生
ご
み
を
土
に
接

触
さ
せ
て
、
土
の
中
の
微
生
物
や

ミ
ミ
ズ
な
ど
の
働
き
で
分
解
し
て

堆
肥
化
す
る
方
式

⃝
補
助
金
額
　
▽
電
動
式
生
ご
み

処
理
機
　
購
入
価
格
の
２
分
の
１

を
限
度
と
し
、
３
万
円
を
上
限

▽
生
ご
み
処
理
容
器
　
購
入
価
格

の
２
分
の
１
を
限
度
と
し
、
３
、

０
０
０
を
上
限

※
補
助
金
の
交
付
は
、
１
世
帯
１

回
限
り
で
す
。
申
請
期
間
は
、
購

入
日
よ
り
２
年
以
内
で
す
。

⃝
申
請
方
法
　
購
入
し
た
生
ご
み

処
理
機
の
領
収
書
、
保
証
書
（
購

入
店
の
も
の
で
は
な
く
メ
ー
カ
ー

の
も
の
）、
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ

式
不
可
）、
振
込
先
の
通
帳
を
本

庁
舎
生
活
環
境
課
ま
た
は
各
庁
舎

市
民
福
祉
課
ま
で
持
参
し
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
５
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
３　
大
信
☎
㊻
３

９
７
４　
東
☎
㉞
２
１
１
３

　
国
・
県
・
市
の
担
当
者
が
一
同

に
会
し
、
行
政
全
般
に
関
す
る
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
困
っ
て
い

る
こ
と
、
各
種
支
援
制
度
な
ど
に

つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
５
月
18
日
㈬
／
午
前
10

時
～
午
後
３
時　
※
予
約
不
要

⃝
会
場
　
本
庁
舎
正
庁
（
５
階
）

問
福
島
行
政
評
価
事
務
所
☎
０
２

４
︲
５
３
４
︲
１
１
０
１
／
本
庁

舎
総
務
課　
内
２
３
１
３

21 20

１
４
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
４　
大
信
☎
㊻
２

１
１
４　
東
☎
㉞
２
１
１
６

⃝
日
時
　
６
月
15
日
㈬
／
午
前
10

時
～
正
午

⃝
会
場
　
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
北
中
川
原
）

⃝
内
容
　
眼
鏡
な
ど
の
処
方
相
談
、

診
察
及
び
医
療
相
談

⃝
担
当
医
師
　
桜
水
さ
か
い
眼
科

（
福
島
市
）
橋は

し
も
と本
禎て

い
こ子
医
師

⃝
持
参
品
　
身
体
障
害
者
手
帳
及

び
印
鑑

⃝
申
込
期
限
　
６
月
10
日
㈮
ま
で

※
要
予
約

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７
１

５
　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
次
の

方
が
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
潮し

お
ち地

龍り
ゅ
う
し
ょ
う

勝
（
東
上
野
出
島
）
☎

㉞
２
４
１
１

▽
塩し

お
だ田
保や

す
じ二
（
表
郷
社
田
）
☎
㉜

２
２
０
３

材
育
成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
受
講
料
　
１
万
円

⃝
定
員
　
20
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
受
付
日
の
午
後
６
時
か
ら

抽
選
）

⃝
申
込
方
法
　
受
付
時
間
内
に
申

し
込
み
後
、
午
後
６
時
に
受
講
料

を
持
参
し
、
再
度
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
５
１
２

　
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
、
本
市
の
一
部
の

市
営
住
宅
も
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
被
災
し
た
市
営
住
宅
の

入
居
者
の
受
け
入
れ
用
と
し
て
空

き
部
屋
を
確
保
す
る
た
め
、
当
面

の
間
市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
を

停
止
し
ま
す
。

　
な
お
、
入
居
者
募
集
の
再
開
に

つ
い
て
は
、
改
め
て
広
報
白
河
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
建
築
住
宅
課　
内
２
２
６
２

　
廃
棄
物
の
再
生
利
用
を
促
進
す

る
た
め
、
町
内
会
や
子
ど
も
会
な

ど
の
地
域
団
体
が
行
う
資
源
回
収

活
動
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
環
境
保
護
に
も
役

立
つ
回
収
運
動
。
あ
な
た
の
地
域

で
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
対
象
団
体
　
町
内
会
、
子
ど
も

会
、
青
年
・
婦
人
会
、
老
人
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
の
地
域
活
動
団
体

⃝
対
象
廃
棄
物
　
▽
古
紙
（
ダ
ン

ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
な
ど
）　
▽
金

属
（
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
）

▽
空
瓶
（
一
升
瓶
、
ビ
ー
ル
瓶
な

ど
）

⃝
奨
励
金
額
　
回
収
業
者
に
引
き

渡
し
た
量
に
応
じ
て
、
１
㎏
当
た

り
３
円
を
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
瓶
類
は
、
本
数
を
重
量

に
換
算
し
て
計
算
し
ま
す
。

⃝
申
請
方
法
　
奨
励
金
の
交
付
を

受
け
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
事
前

に
資
源
回
収
実
施
団
体
の
登
録
を

行
い
、
資
源
回
収
を
行
っ
た
後
に
、

資
源
回
収
奨
励
金
交
付
申
請
書

（
回
収
業
者
の
印
が
押
し
て
あ
る

伝
票
を
添
付
）
を
本
庁
舎
生
活
環

境
課
ま
た
は
各
庁
舎
市
民
福
祉
課

の
窓
口
ま
で
持
参
し
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

案
内

募
集

問
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局
☎

㉒
１
２
０
１

　
５
月
は
、
軽
自
動
車
税
（
市
税
）

の
納
期
で
す
。

　
税
金
を
納
め
た
と
き
の
領
収
書

に
は
、
継
続
検
査
用
（
車
検
用
）

納
税
証
明
書
が
付
い
て
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
所
有
者
が
、
死
亡
ま
た

は
転
出
し
た
場
合
は
、
異
動
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
軽
自
動
車
・
自
動
車
な
ど
を
障

が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
し
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場

合
、
軽
自
動
車
税
か
自
動
車
税
の

ど
ち
ら
か
を
減
免
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
申
請
す
る
方
は
、
軽
自
動
車
税

は
５
月
25
日
㈬
ま
で
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
軽
自
動
車
税
＝
本
庁
舎
課
税
課

内
２
１
２
８
／
各
庁
舎
総
務
課

表
郷
☎
㉜
２
１
１
２　
大
信
☎
㊻

２
１
１
３　

東
☎
㉞
２
１
１
２

自
動
車
税
＝
県
南
地
方
振
興
局
県

税
部
☎
�
１
５
１
９

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111

くらしの
情 報 館

市
職
員
採
用
候
補
者
試
験

特
定
疾
患
見
舞
金

視
覚
障
が
い
者
相
談
会

軽
自
動
車
税
の
納
期
限

人
権
擁
護
委
員

パ
ソ
コ
ン
講
座

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
の
停
止

資
源
回
収
奨
励
金
交
付
制
度

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

等
購
入
費
補
助
制
度

特
別
総
合
行
政
相
談
所
（
被
災

者
支
援
な
ん
で
も
行
政
相
談
）

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
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お
得
な
回
数
券
が
、「
え
き
か
ふ
ぇ
」

で
も
買
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

⃝
金
額
　
１
０
０
円
券
11
枚
綴
り

１
、
０
０
０
円

⃝
販
売
所　
え
き
か
ふ
ぇ
☎
�
５

５
３
０　
福
島
交
通
㈱
白
河
営
業

所
☎
�
３
１
５
１　
大
信
庁
舎
総

務
課
☎
㊻
２
１
１
１　
市
循
環
バ

ス
車
内

問
本
庁
舎
地
域
支
援
課　
内
２
２

５
６

⃝
日
時
　
５
月
27
日
㈮
／
午
前
10

時
～
午
後
５
時
30
分　
※
予
約
不

要⃝
会
場
　
中
央
公
民
館
（
天
神
町
）

⃝
内
容
　
離
婚
、
相
続
、
土
地
・

建
物
、
金
銭
等
を
め
ぐ
る
問
題
な

ど
（
秘
密
厳
守
）

問
白
河
調
停
協
会
（
福
島
家
庭
裁

判
所
白
河
支
部
内
）
☎
㉒
５
５
５

５
　

姿
勢
を
整
え
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
誰
に
で
も
で
き

て
、
簡
単
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
お
得
な
お
話
も
聞
け
ま
す
よ
！

⃝
日
時
　
５
月
30
日
㈪
／
午
前
９

時
30
分
～
10
時
30
分

※
「
腰
痛
・
肩
こ
り
教
室
」
も
同

時
開
催
（
午
前
10
時
45
分
か
ら
）

⃝
会
場　
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河

（
久
田
野
）

⃝
講
師
　
米
国
Ν
Α
Τ
Α
公
認
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
・
ユ
ニ

チ
カ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
元
キ

ャ
プ
テ
ン　
稲い

な
ば葉
晃あ

き

子こ

氏

⃝
参
加
料
　
１
、
０
０
０
円

⃝
定
員
　
先
着
20
人　
※
要
予
約

問
Μ
Α
С
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
サ
ー
ク

ル　
堀ほ

り
こ
し越
☎
０
９
０
︲
２
６
０
２

︲
６
４
１
３

23 22

　
３
月
11
日
、
そ
れ
は
恐
ろ
し
い
揺
れ
で
し

た
。
な
ん
と
は
な
し
に
福
島
県
は
岩
代
の
国
、

地
震
に
は
強
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
神
戸

・
鳥
取
・
上
越
や
ス
マ
ト
ラ
・
四
川
省
と
、

打
ち
続
く
災
害
に
同
情
を
寄
せ
つ
つ
も
、
自

分
の
こ
と
と
し
て
向
き
あ
う
意
識
は
低
か
っ

た
。
浜
で
も
三
陸
と
は
違
い
、
大
津
波
は
来

な
い
と
思
い
こ
ん
で
い
た
。
虚
を
つ
く
よ
う

に
、
と
て
つ
も
な
い
地
震
と
津
波
が
、
現
実

の
痛
み
を
伴
っ
て
、
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
白
河
で
は
、
凶
器
と
化
し
た
瓦
と
崩
れ
落

ち
た
土
砂
で
、
15
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま

し
た
。
ご
遺
族
の
心
を
察
す
る
と
胸
が
ふ
さ

が
れ
る
思
い
で
す
。
ま
た
、
家
屋
の
全
半
壊

に
よ
っ
て
、
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
方
々
に
も
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
道
路
・
下
水
道
・
学
校
等
公
共
施
設
の

被
害
も
大
き
く
、
生
活
に
大
変
な
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
被
災
者
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
仮
設
住
宅

が
完
成
し
、
ま
た
空
き
市
営
住
宅
や
借
り
上

げ
ア
パ
ー
ト
に
よ
り
、
必
要
な
分
を
確
保
で

き
る
見
通
し
が
つ
い
て
い
ま
す
。
公
共
施
設

は
今
月
初
旬
か
ら
来
月
下
旬
に
国
の
災
害
査

定
を
受
け
、
速
や
か
に
復
旧
工
事
を
進
め
る

予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
世
帯
の
ガ
レ

キ
処
理
費
の
助
成
、
全
半
壊
者
へ
の
県
義
援

金
に
同
額
を
上
乗
せ
、
農
林
業
者
等
へ
の
当

座
資
金
を
融
資
す
る
等
、
国
の
制
度
の
ほ
か

に
市
独
自
の
支
援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

小
峰
城
の
石
垣
も
大
き
く
崩
れ
ま
し
た
。

幸
い
、
国
史
跡
の
指
定
を
受
け
て
い
た
こ
と

か
ら
、
文
化
庁
の
資
金
と
技
術
支
援
に
よ
り

元
の
石
組
み
で
改
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
城
が
今
後
と
も
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
愛

さ
れ
る
た
め
に
も
、
時
間
を
か
け
頑
丈
な
造

り
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
市
内
の
歴
史
的
建
造
物
や
文
化
財
の
改
修

も
、
関
係
者
と
十
分
相
談
し
な
が
ら
、
早
急

に
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。
今
は
生
活
再
建

に
向
け
全
力
を
あ
げ
る
べ
き
は
当
然
で
す
が
、

同
時
に
こ
う
い
う
時
こ
そ
、
冷
静
に
歴
史
文

化
の
保
存
・
継
承
な
ど
、
白
河
の
良
さ
を
将

来
に
つ
な
げ
て
い
く
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
災
害
で
も
白
河
の
土
台
は
揺
ら
い
で

い
ま
せ
ん
。
い
く
ら
か
ひ
び
は
入
り
ま
し
た

が
、
十
分
回
復
で
き
ま
す
。
む
し
ろ
、
災
い

を
福
へ
転
ず
る
機
会
と
と
ら
え
、
力
強
く
前

進
さ
せ
る
バ
ネ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

津
波
の
破
壊
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
し

た
。
海
岸
に
襲
い
か
か
る
波
が
あ
た
り
一
面

の
家
屋
を
な
ぎ
倒
し
、
あ
り
っ
た
け
の
も
の

を
海
へ
さ
ら
っ
て
い
く
。
海
神
が
怒
り
狂
っ

た
か
の
よ
う
で
す
。
慎
ま
し
く
誠
実
に
生
き

て
き
た
人
々
へ
の
、
な
ん
と
む
ご
た
ら
し
い

仕
打
ち
で
し
ょ
う
。
記
憶
に
残
る
相
双
の
浜

は
、
キ
ラ
キ
ラ
光
る
海
原
、
手
入
れ
さ
れ
た

松
林
、
海
水
を
除
き
き
れ
い
に
こ
さ
え
た
田
。

沖
を
行
く
白
い
定
期
船
と
海
沿
い
に
走
る
列

車
。
一
幅
の
絵
の
よ
う
で
し
た
。
こ
の
の
ど

か
な
光
景
が
一
変
し
ま
し
た
。
国
道
６
号
か

ら
浜
ま
で
遮
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
汗
と

涙
で
営
々
と
築
い
て
き
た
人
生
の
証
が
、
瞬

時
に
失
わ
れ
ま
し
た
。

　
無
慈
悲
で
不
条
理
な
惨
禍
。
そ
れ
で
も
多

く
の
人
は
、
地
震
と
津
波
な
ら
ば
苦
し
く
て

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

 『
地
震
と
津
波

　
　
そ
し
て
原
子
力
』

市
長
の

手
控
え
帖 《

東
日
本
大
震
災
で
住
宅
を
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
》

　
県
で
は
、
㈳
福
島
県
建
築
士
会

及
び
市
等
と
協
力
し
、
被
災
住
宅

の
補
修
や
修
繕
方
法
な
ど
（
壁
に

ひ
び
割
れ
が
発
生
・
住
宅
の
傾
き

が
心
配
・
業
者
の
斡
旋
等
）
専
門

家
に
よ
る
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
た
め
住
宅
相
談
窓
口
を
設

置
し
ま
す
。
相
談
に
来
ら
れ
る
と

き
は
、
被
害
箇
所
の
写
真
や
住
宅

の
図
面
な
ど
が
あ
れ
ば
、
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
相
談
の
結
果
、

現
地
調
査
が
必
要
と
さ
れ
た
物
件

に
つ
い
て
は
、
後
日
現
地
調
査
を

行
い
ま
す
。

  

相
談
費
用
は
無
料
で
す
が
、
相

談
以
外
の
業
務
（
図
面
作
成
や
見

積
書
作
成
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、

有
料
と
な
り
ま
す
の
で
相
談
員
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時　
５
月
10
日
㈫
・
24
日
㈫
、

６
月
７
日
㈫
・
21
日
㈫
／
午
前
９

時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

※
要
事
前
予
約
、
1
日
12
組

⃝
会
場　
本
庁
舎
第
４
会
議
室

（
２
階
）

問
本
庁
舎
建
築
住
宅
課　
内
２
２
６
５

　
市
循
環
バ
ス
と
大
信
地
域
自
主

運
行
バ
ス
に
使
用
で
き
る
便
利
で

案
内

ま
ち
か
ど
伝
言
板

無
料
調
停
相
談

“
姿
勢
美
人
”
教
室
！

建
築
士
に
よ
る
住
宅

相
談
窓
口
開
設

春の全国交通安全運動
５月11日㈬～20日㈮

《運動の基本》子どもと高齢者の交通事故防止
《運動の重点》
　⃝自転車の安全利用の推進
　⃝全ての座席のシートベルトとチャイルドシー
　　トの正しい着用の徹底
　⃝飲酒運転の根絶
　　　　　　　　問本庁舎生活環境課　内2162

 主な停留所 改正前 → 改正後
 白河駅前 6：55 → 6：50
 白河高校 7：01 → 6：56
 新白河駅 7：06 → 7：01
 古高山 7：14 → 7：09
 みさか郵便局前 7：15 → 7：10
 地区センター前 7：18 → 7：13
 ライフパーク 7：22 → 7：17
 菅生館 7：33 → 7：28
 白寿園 ー → 7：35
 旭町二丁目 7：37 → ー
 旭町一丁目 7：38 → 7：38
 白河駅前 7：45 → 7：45

市循環バスダイヤ改正（５月16日から）

市循環バス時刻改正
　中央福祉センターで実施する集団健診
に合わせて、５月16日から循環バス新
白河駅先回りの１便目を白寿園経由のダ
イヤに改正します。これ以外の便は、変
更ありません。

問本庁舎地域支援課　内2256

市
生
活
交
通
バ
ス
回
数
券

も
立
ち
直
れ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
原
発
事
故
は
希
み
を
一
挙
に

打
ち
砕
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
放
射
性
物
質

の
飛
散
と
避
難
指
示
。
こ
れ
が
意
味
す
る
こ

と
の
な
ん
と
重
く
、
辛
い
こ
と
か
。
家
財
を
、

家
族
の
遺
体
を
、
家
畜
を
残
し
故
郷
を
離
れ

ざ
る
を
得
な
い
。
い
つ
戻
れ
る
と
の
あ
て
も

な
い
。
地
域
が
壊
れ
、
生な

り
わ
い業
の
場
が
壊
れ
た
。

こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
命
を
つ
な
ぎ
、
子
供

を
教
育
す
る
の
か
。
我
が
身
に
置
き
換
え
た

ら
慄
然
と
す
る
ば
か
り
で
す
。

　
戦
乱
や
大
災
害
で
荒
廃
し
、
焼
け
野
原
に

な
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
都
度
不
屈
の

魂
と
大
地
の
恵
み
で
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
原
発
の
避
難
者
は
戻
る
故
郷
を
喪
失

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
寄
る
辺

な
く
「
集
団
流
浪
」
す
る
民
が
い
た
で
し
ょ

う
か
。
皆
で
救
い
助
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
職
を
提
供
し
、
住
宅
を
保
障
し
、
十
分

な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
手
伝
い
を
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
こ
の
方
々
が
東
京
に
出
て
い

か
な
く
と
も
済
む
よ
う
に
、
こ
の
白
河
で
生

活
の
防
波
堤
を
造
る
の
が
、
私
た
ち
の
責
務

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
人
は
、
地
震
や
津
波
と
は
折
合
っ
て

生
き
て
い
く
し
か
な
い
と
心
得
て
い
ま
す
。

打
ち
の
め
さ
れ
て
も
宿
命
を
受
け
容
れ
、
そ

の
た
び
復
興
し
て
き
ま
し
た
。
今
度
は
違
い

ま
す
。
人
災
と
呼
ぶ
べ
き
原
発
事
故
が
黒
い

雲
で
掩
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

戦
後
、
ど
の
地
域
も
よ
り
豊
か
な
生
活
を

求
め
懸
命
で
し
た
。
原
子
力
の
平
和
利
用
と

い
う
国
の
方
針
を
受
け
、
東
京
電
力
は
海
沿

い
に
適
地
を
捜
す
。
こ
れ
に
双
葉
地
方
が
手

を
あ
げ
、
県
と
と
も
に
誘
致
に
奔
走
し
ま
し

た
。
貧
国
か
ら
抜
け
出
す
た
め
の
選
択
。
そ

れ
は
同
時
に
危
険
と
共
存
す
る
選
択
で
も
あ

り
ま
し
た
。
働
く
場
を
東
電
に
求
め
、
生

活
は
安
定
。
交
付
金
や
税
収
で
財
政
は
潤
う
。

立
派
な
公
共
施
設
が
軒
を
競
う
。
一
方
で
、

た
び
た
び
起
こ
る
事
故
や
公
開
さ
れ
な
い
情

報
に
い
ら
だ
ち
、
原
発
依
存
に
不
安
を
覚
え

る
。
で
も
原
発
銀
座
の
経
済
的
恩
恵
か
ら
決

別
で
き
な
い
。
そ
の
根
底
に
「
原
発
は
幾
重

に
も
護
ら
れ
安
全
」
と
い
う
信
頼
が
あ
っ
た

か
ら
。
い
や
信
じ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
、
東

電
と
深
く
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
た
か
ら
。

し
か
し
、
安
全
神
話
が
音
を
た
て
て
崩

れ
た
。
戦
争
に
用
い
た
核
を
平
和
産
業
に
転

用
す
る
意
思
は
良
い
。
た
だ
し
、
パ
ン
ド
ラ

の
箱
か
ら
抜
け
出
た
、
途
方
も
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
制
御
す
る
技
術
・
備
え
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。
東
電
ば
か
り
で
は
な
い
。
原
子
力

の
専
門
家
・
行
政
官
は
、
そ
の
職
に
伴
う
良

心
と
誠
実
さ
を
持
っ
て
対
応
し
て
き
た
の
か
。

鋭
く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
や
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
戦
後
の
制
度

や
考
え
方
が
大
き
く
軋
ん
で
い
る
の
に
、
正

面
か
ら
見
つ
め
正
そ
う
と
し
な
か
っ
た
私
た

ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
黒
船
」
に
「
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
」。
時
を
超
え
、
今
度
は
多
重
災
害

が
「
変
わ
れ
」
と
背
中
を
強
く
押
し
て
い
ま

す
。「
窮
す
れ
ば
す
な
わ
ち
変
じ　
変
ず
れ
ば

す
な
わ
ち
通
ず
」。
大
困
難
を
目
の
前
に
し

た
今
、
国
民
の
英
知
と
勇
気
で
、
時
代
を
先

取
り
す
る
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
ず
や
未
来
へ
の

道
は
開
か
れ
る
と
信
じ
ま
す
。


